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日本甲虫学会
658 神戸市東灘区御影町天神山46

大倉正文方

灯 火 に 飛 来 し た セ ミ 2)

後 藤 光 男

筆者は昆虫学評論第27 巻第 l ・ 2 号にて4 種のセミの灯火飛来について報告したが、下記の1
種が飛来したので追加する。

ク マセ' ミ Cr y p t o t ympana j a pon ens i s K a t e

高師之浜 1 , 3. V i l l i 9 7 5

尚. 同夜::::-イ=:-イセ'ミ 1 も飛来し、 8月1 8 日にァプラゼミの l も飛来した。
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入 会 員

斉藤 秀生( Saito Hideo ) 〒1 54 東京都世田谷区弦巻4 - 2 - 1 7
くるみ荘3 0号

渡辺 德( Watanabe Toku ) 〒 98 0 宮城県仙台市立町1 - 2 3

高尾 義行 ( Takao Yoshiyuki )  〒053 :北海道苫小牧市高丘5 - 1  出光高_]i寮

滝沢 守 ( Taki2wa oru ) 〒950-21 市五十嵐一の町6 37 5  林海荘

荒木 明宏 ( Araki Akihiro ) 〒 1 65 東京都中野区野方2 - 24 - 3  石沢方

相馬 俊夫 ( Soma Tosh io ) 〒 08 5 北海道割路市城山1 - 8 - 4  英荘1号

島本 龍一 ( Shimamato 〒 6 06 京都市左京区一乗寺塚本町4 1  栄楽荘
RyuiGhi )

谷口 明( Taniguchi Akira )  〒899-53 鹿児島県始良部蒲生町上久徳1 82 - l
鹿児島県林業試験場
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認 定 退 会

除 名

昆!11.学評論の第2 9 会 は2, 0 0 0円です

第2 9巻より会費を2,0 0 0円に値上げさせていにだきましtこが、第2 9 巻は

据置と します。 観意年内に発行できるよう努力しておりますから、早い機会に

納入下さるようお願いします。

振替時金口座 大阪3 9 6 7 2 日本甲虫学会宛

お 振 込 下 さ い
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昭和 4 8 年度収支決算書

自 昭和4 8年 1月 l 日

至 昭和4 8年 l 2月3 1 日

収 入 の 部 支 出 の 部

会 費 2 6 5,5 0 0

パックナンバー代 8 1,2 0 0

別 刷 代 1 4,1 5 0

原色昆虫図鑑印 l l 2,1 3 1

雑 収 入 3 1,2 6 6

前 期 繰 越 金 5 4 8,8 5 1

印 刷 費 5 1 5,0 0 0

通 信 費 4 9,7 6 5

消 耗 品 費 1,0 6 0

大 会 費 2 6,0 8 5

雑 費 2 6 0

次 期 繰 越 金 4 6 0,9 2 8

計 1, 0 5 3,0 9 8 計 1,0 5 3,0 9 8

※ 会報究行基金として現在までに繰入れ られた印税合計 1,2 8 4,8 3 6 円

特 別 会 計 収 支 計 算・ 書

昭和4 8年 1. l

3. 2 6

5. 2 0

7. 2 0

9. 26

l t . 20

l 2. 3 1

(会報発行基金 )

前 期 操 越 金

金競信 託 収 益 金 (47. 926 - 48. 32 5 )

4 5 万円貨付信託収益金 (47.11,20-48. !l l 9 )

2 0万円 ″ (48. 120 - 48. 7 ' 9 )

金裁信 託 収 益 金 (48. 326-48. 925 )

4 5 万円:資付信託収益金 (48. 520-48」1.ユ9 )

次 期 操 越 金
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6 9 0,4 0 7

8 3 2

1 1,8 5 1

5,1 1 5

1,2 2 8

1 2,3 7 1

7 2 1,8 6 4
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昭和 4 9 年度 収支決算書

自 昭和4 9年 1月 1 日

至 昭和4 9年1 2月 3 1 日

収 入 の 部 支 出 の 部

会 費 5 6 9,7 0 0

パックナンバー代 2 1 1,2 9 1

別 刷 代 2 8.8 0 0

原色昆虫図鑑印税※ 6 1,4 2 5

雑 収 入 4 2,7 9 7

前 期 繰 越 金 4 6 0,9 2 8

印 刷 代 8 0 7, 2 0 0

通 信 費 5 6, 9 3 0

消 耗 品 費 6, 2 0 0

大 会 費 2 6, l 9 0

幹 事 会 費 5, 7 1 0

雑 費 1 6, 0 7 0

次 期 操 越 金 4 5 6,6 4 1

計 1,3 7 4, 9 4 1 計 1,3 7 4,9 4 1

※ 会報発行 として現在までに繰入れられた印税合計 l ,3 4 6,2 6 1 円

特 別 会 計 収 支 計 算 書

昭和49年 1. l

1. 20

3. 2 6

5.  2 0

7. 2 0

9. 2 6

l t . 2 0

1 2_ 3 1

( 会報発行基金 )
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7 2 1,8 6 4

5,3 4 0

1,9 7 9

1 3, 4 1 4

6, 3 9 0

2,8 3 7

1 4, 8 0 4

7 6 6,6 2 8



標本用 ラベルとデー ター ラペル用極'」 ･字や甲虫専用台紙・  名札差を - ]用意してお ります。 後藤までご照会l、されば見本を:お・送 りします。

。標本用ラベル 永年の経験から ドイツ型 , インo - ガラス蓋。 甲虫専用等各標本箱と標本に

よく マッチするラベルを各種取揃えています。 ご照会下されば現物見本をお送 り します。

A 属種兼用 ( タイプライター印書可) 2 x 4.5 cm 枠入り中に線なし

B ″ ( ″ ) 2 X 4.5cn, 枠入り下線より 0.5 cm上に3.5 cmの検線入

C  属用 ( 科・ 族共用)
D 種用

E  属用 (科・ 旅共用 )

;F 種用

A ・ Bいずれも
1. 2 X 4 e m

1. 2 X 4 cm

1.0 X 3.5 cm

1.0 X 3.5em

l枚 5片

l枚 8片

l枚 8片

l枚1 0片

1枚1 0片

1枚にっき7 円

″ 7円

″ 7円

" 5円

″ 5円

※A ・ B ・ C ・ Dは大型標本箱用で甲虫に限らず. ・ 娥・ トンポの標本にもよくマッチし

ます. C ・ Dは中・ 小型標本箱にも兼用できます。

E ・ Fは志賀製甲虫専用インロー型標本箱( 大・ 小) 用です。

G 6 9用

0/ :6 用 やや大形

H HO ST用

H' HOST用 やや大形

I 番号用

I ' 番号用 やや大形

0.3 X 0.9 cm

0.5 X 1 5cm

0.6 X 1 4cm

1. 0 X 2.2 cm

0.5 X 1 5 cm

l枚 各1 4 片

l枚;6 各9片

1枚8片

l枚1 0片

l枚1 6片

l枚 l 6片

円

円

円

円

円

円

4
4

4
5

4
5

きつに

″

″

″

″

″

枚

1

※同定依賴等に使用便なるよう2片づつ間隔をあけております.・
J 採集高度表示用 1枚1 7片 "

K 灯火採集表示用 l枚1 7片 ″

L トラップ採集表示用 l枚 l 7片 "

M ぺルレーセ'採集表示用 l枚1 7片 ″

N 樹皮下採集表示用 l枚 l 7片 ″

※ J - Nは0.3 x 1. 1 の2 重枠中に表示用語を印刷したラベルです。
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0 任意表示用 ( 二重線枠のみ、中は空白 ) 1 枚 1 l 片 一枚にっき 4 円

P :に]'火採集・ 高度併示用 1 枚2 4片 ″ 1 0円

Q 台湾産標本用 ( 二重線枠内に:FORMOSA印刷 ) l 枚5 0片 ″ 1 5 円

R  属種組合せ ( C2片。 D5片入り ) 1枚 7片 ″ 7円

以上は既製のラベル・ですが、各自のお・好みiこて特殊 ラベル・ 標本台帳等の印刷のお・手助をします。

遠慮なくご相談下さい。

・ デー ターラベル用極/1、活字 遠征等によって多数の標本を採集した時のラベル書きはとても面

倒で根気のいる仕事です。兵庫県宝塚滝ヶ平、 2 6. V.  1 9 74, 後藤光男採集を°一 マ字化し

て4 段組で0.6 x 15 cmに:l。さまる4.5 ポイント活字を取揃えることができます。標準一揃いセッ

トになっています。 活字は標準本数に依頼者氏名の°一 マ字化. 大文字・ 小文字の使用好み- Col l .
Leg. l eg。 Lg t . 1 g t . や採集月のMayか Vの使い分け等をアレンジして上積みします。 セ

ッ トの基準内容はっぎのとぉ・ りです。

活字 大文字 : l 文字3 0本
″ 2 0本

l 文字 l 5 本

" 1 0本

小文字 : ″ 5 0本

数  字

記 号

//
//

//
//

//
//

//
//

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

0
0

5
0

0
0

0
0

0
0

5
3

2
1

1
5

3
2

4
2

1
A E I 0 U

、 、 、 、 、

C D H L M N R S T
、 、 、 、 ・ 、 、 、 、

B E C J K P W Y
、 、 、 、 、 、 、 、

Q、  V、 X、  Z、  &

a 、

e、 i、 o 、 u、

c、 d、 g , h、 l、 m、 n、 r 、 s、 t、

b . f、 j、 k、 p、 w、 y、

q、 V、 X、 Z 、

1、

5、 9、 2、

3、 4、 6、 7、 8 ,

・ 、 l 、

ー、

:、 ; ・ '
、 ?、 (、 )、

3、  9 ( これのみ6 ポイント )
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付属 コ
一-- 2号4倍 2ケ、 4号2倍 8ケ、

7号5倍 4ケ、 5号j・ 4ケ、

4.5ポ全角 40本. 4 0本'

9ポ3倍 4 タ、

5号 罫 4枚、

・j 4 0本. (プラスチー/クケース入)

″ その他:   欧文活字ヶー ス l 枚、 活字押し器( l 号4.5 ポ5 段組) 2 本.
印刷インク ( プラスチックケース入) 100 ' ,  oーラー ( 萬古製 )1 ケ,
カ'ラス版 l 枚、 事務用コ'ム板 ( 27.5 X l 9.5cm) l 枚

上記セットは送料別で16,0 0 0円となり、これに活字のアレンジ分が加算されます。やや高額
ですが、 ラベル,の手書の手間が けます。 少し911れると大変美しいラベルが印刷できます。 以上の

セットは半永久的に使用が可能です。

・ 甲虫専用台紙 ,、一 トカー ト'、 C2 2 7 純白極厚紙及びもう少し厚手の祝l 6 号の2種類が
あり、 仕様はいずれも同一です。 l 枚にっき 8 0円

ガキ大の純白厚手カート'紙から、 双柱 の下2 耗に表罫印 刷の1 5 耗巾3 枚、 1 3 耗

巾7 枚が裁断でき、 l 裁断片から5 耗巾では四角か3 角台紙が20片とれます。 5 耗巾

では台紙l 枚か ら20 0頭分の台紙がとれる勘定です。 ご希望によって '、ガキ大を10
枚に切断します。

昆虫学評論” パツクナンパ一価格表

当会のパックナンバーの価格は下記のと:i? りです。 なi;,'、 各卷のl 号または2 号の分冊売りはい

たしません。

第 l ~ 4 巻( 分冊売りはいたしません。又第2巷第l ~5号は欠号です) 全部で50 0円
第 5 巻 (第2号は欠号です) 5 0 0円

第 6 ~ 1 0巷 各卷につき1,0 0 0円 5巻全部では5,0 0 0円

第 l l ~1 5巻 ″ ″ ″ 5・0 0 0円

第1 6~ 2 0港 ″ ″ ″ 5, 0 0 0円

第21 ~ 2 5巻 各老にっき1,5 0 0円 ″ 7,5 0 0円

第2 6 ~ 2 7巻 各きにっき2,0 0 0円 2 卷では 4,0 0 0円

総目録: 第l ~10巷,. 第11~ l 5巻. 第l 6~20巻、第21 ~25卷をそれぞれまとめ
て購入される場合は、その当該目録は無料で差しあげます。 送料はす;ぺて:学会で負担
しますから無科です.
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- あ と が き -

・  充実した ねじればね”をと希ったのですが、 この3 6 号を編輯するのが精 の日 々です。

・   昨春の高額春季賃金値上げに比べて今年は非常に渋く又低額回答を受諸せざるを得ない春斗に

終始し、賃上の終詰を見ないのに旱や夏期ボーナスの時季が来るという苦難の年で、公共料金の

値上 も種々 論議され会の運営も今後は仲々 むつかしい様相を呈しそうです。 印刷費の高購・ 郵送

料の値上を会費に転化する手段も限度があるように思われます。

・   天皇誕生日以降のゴールデンウイークも殆んど雨の日が多く 、 今年の昆虫界は異常のようです。

ここ3年間5 月以降庭に育色蛍光灯を点灯して飛来種を調べていますが、拙宅の周辺は沿海性の

甲虫が後退 陸性の甲虫の進出が飛来種によってはっきり判ります。 しかし、 例外もあって、

昨年はまつ.たく飛来しなかったシロスジコガネGr an i da a l b o f i n o a t a Mo t s c hul sky

の 1 1 ( 25, 31, v I I ) が飛来しました。その他 ,般甲虫の飛来は昨年・ 一昨年に比べ

て非常に少なかったことはこれまでの採集標本を見比べて歴然としています。

・ 例年ならば=イニイセ' ミ。アプラセ' ミに続いてクマゼミが鳴きますが、今年は前2 種は非常に

少なく7 月 l 5 日にクマゼミの初鳴きを耳にして、連日騷音になやまされました。例年に比して

クマセ' ミの発生が非常に多いようです。 8 月1 6 日ツクツクボウシが鳴き始め秋の訪づれを告げ

てくれました。

・   昨年は山梨工場へ出張の機会を利用して6 回中巨摩部芦安村の桃の木温泉で夜間採集を試み可

成りの収獲がありましたが、今年は今日まで2 回しか行っていません。 ここでも昨年の飛来種と

比べて種類的にも数量的にも非常に少なく、宿の主人もャプ蚊が少ないと言っていましたので.

やはり昆虫の発生は少なかつ「こようです。 ・

・ トラップの餌といえば鶏・ 牛・ 魚肉の腐敗物やジュースが 般的であるが、腐敗したチーズは

仲々 効率がよいようです。 しかし、チーズを具合よく腐敗させることは仲々 むつかしいことです。

昨年到来の奈良漬津を淀川河川敷に設置したら案外面白い結果が得られました。 これにヒントを

得て、酒柏十黒砂糖十焼酒の固定物でトラップを仕掛けましたら好成績でありました. 今年は

計画のみで実現できませんでしたが、煮干の腐敗トラップも面白いのではないでしょうか。

・   昆虫学評論の第29 号は51 年度になるかも知れませんが、次号は充実したu ねじれぱね”が

:is届け出来るよう心掛ける積りでいます。 ( 5 1 0 )
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